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Pyruvate Dehydrogenase E1 o
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：ミトコンドリアマトリックス。ピルビン酸脱水素酵素（PDH）複合体は、核コードされたミトコンドリア多酵素複合体であり、ピルビン酸からアセチルCoAとCO(2)への変換全体を触媒し、解糖系とトリカルボン酸（TCA）回路を結ぶ主要な経路として機能する。PDH複合体は、ピルビン酸脱水素酵素（E1）、ジヒドロリポアミドアセチルトランスフェラーゼ（E2）、リポアミド脱水素酵素（E3）という3つの酵素成分の多重コピーから構成される。E1酵素は、2つのαサブユニットと2つのβサブユニットからなるヘテロ四量体である。この遺伝子は、E1活性部位を含むE1α1サブユニットをコードし、PDH複合体の機能において重要な役割を果たしている。この遺伝子の変異は、ピルビン酸脱水素酵素E1α欠損症およびX連鎖性リー症候群と関連している。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写変異体が見つかっている。[RefSeq提供、2010年3月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HEK293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。ピルビン酸脱水素酵素E1αウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓組織の免疫組織化学分析。1、ピルビン酸脱水素酵素E1αウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体賦活化にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス腎臓組織の免疫組織化学分析。1、ピルビン酸脱水素酵素E1αウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット腎臓組織の免疫組織化学分析。1、ピルビン酸脱水素酵素E1αウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

